神学的危機
パート3
ヨブ記 22:1-37:24
ここまで、ヨブと彼の3人の友人たちは、どちらの側にも進展がないまま、ほぼ互角に議論してきました。
1. 友人たちは、その時代の通念、すなわち罪人は自分の罪のために現実の時間の中で罰せられるという考えを固く守っており、この知恵によって、ヨブが被ってきたすべての災いの理由を説明しています。
1. ヨブは、自分の人生にこれらの苦しみを引き起こすような罪を何も自覚していないので、自分に起こったすべての悪いことに悩まされてはいるものの、原則としては彼らに同意しています。彼は、これが真実であることを知っているだけでなく、神もまたこれが真実であることをご存じだと論じています。
この神学的危機によって、彼は当時受け入れられていた通説を再評価し、彼が直面している一見矛盾する事実、すなわち、正しく愛に満ちた神が罪のない人を罰するということを主として、筋の通った説明を組み立て始めるようになりました。
この新しい定式化は、21章でツォファルへの応答として彼の最後の弁論において提示されます。ヨブの結論は、部分的には次のように語る知恵から生じています。「時には罪のない者が苦しみ、悪者が自由になる。しかし、いつの日か神は両者をその行いに応じて裁かれ、人間の知恵ではなく、神の知恵が勝利する。」
このひらめきは、ヨブの友人たちによってすぐに退けられます。彼らは直ちに、初めから彼らを支えてきたのと同じ論法を用いて、攻撃を再開します。
説教の第3サイクル ― 22:1-37:24
友人たちはヨブを非難し続け、特に、彼が犯したと彼らが信じている罪について非難します。
1. エリファズ – 22:1-30
¹ エリファズの再度の演説。 
² 「人は少しでも神の役に立つことがあるのだろうか。 
最高の知恵者でさえ、自分の役に立つだけだ。 
³ あなたが正しいからといって、全能者は喜ぶだろうか。 
あなたが完全だからといって、
神の得になるだろうか。 
⁴ 罰を受けているのは、あなたが正しいからだろうか。 
⁵ とんでもない。悪いからこそ罰せられるのだ。 
あなたの罪は底なしなのだ。
- ヨブ記 22:1-5
エリファズは、人が義人であっても、神は人を必要としないと主張します。しかし、悪人は神の注意を引きます。これは、人の義には感銘を受けず、人の悪だけを気にかける神についての、実に皮肉な見方です。エリファズは、真の生ける神とそのご性質についての知識の欠如を露呈しています。彼は神を、愛を欠き、正義と報復だけに目を向ける方として描いているのです。
エリファズはこの基本的な見解からさらに進み、ヨブの多くの罪を列挙する（彼にはその証拠がない）（6-20節）：
· 不正
· 貧しい人々、飢えた人々、やもめの拒絶
· 神の臨在と裁きに無関心であること＝不信仰
· 恐れなく神を拒む高慢
彼は、まだ時間があるうちに悔い改めるようヨブに勧めて、話を終える（21–30節）。
神に口答えするのはやめることだ。 
いさぎよく和解することだ。
そうしたら、心に安らぎが訪れる。
間違っていたことを素直に認めれば、
神のいつくしみがある。
- ヨブ記 22:21
エリファズの訴えは、ヨブが悔い改めるなら、神は彼と和解し、彼に起こったすべての悪いことを取り消してくださるというものです。彼の考えは単純です。自分の罪を認めて悔い改めれば、神はあなたを祝福してくださる、ということです。この原則は一般的には真実ですが、ヨブの場合はそうではなく、彼は返答の中でそのことを述べます。
2. ヨブのエリファズへの返答 – 23:1-24:25
ヨブは神の臨在を求める探求を再び始め、神の前に出て自分の訴えを申し立てることができるなら、何をするかを述べます（ヨブ記 23:1-9）。しかし、探し求めても、ヨブは神を見いだすことができないと告白します。それでもなお、ヨブは自分の潔白を改めて主張します。たとえ自分の訴えを直接申し立てるために神を見いだすことができなくても、ヨブはそれでも自分の潔白を保ちます（ヨブ記 23:10-17）。
ヨブはさらに、神が自分の義を無視しているだけでなく、世で行われている悪にも気づいていないと主張し、自分の主張を証明する例を挙げます（ヨブ記 24:18-25）。
町には瀕死の病人のうめきが起こり、 
傷ついた者は助けを求めて叫ぶ。
しかし、神は彼らの嘆きに答えようとしない。
- ヨブ記 24:12
ソロモンと同じように、ヨブは、善人も悪人も自分がしようとしていることを行い、そして一瞬のうちに去り、やがて忘れられる、と言っています。すべては空であり、もしそうでないなら、誰が違うと言えるでしょうか。
ヨブの返答はかなり皮肉的で、なおも自分の潔白を主張しながらも、たとえそうであっても、神はどちらにせよ気にかけておられないのかもしれないという考えを表しています。これは、なおも信じているものの、その信仰が痛みと苦しみによって歪められている人の結論です。
3. ビルダドの発言 – 25:1-6
この第三回の論説では、最初の三人の友人のうち二人（エリファズとビルダド）だけが話します。三人の中で最も独断的で不寛容なツォファルは、第二回の論説の後、沈黙しており、彼の代わりに、物語に登場するその場にいた人々の中で最年少のエリフが登場します。
ビルダドの短い演説（6節）は、主に神に対する人間の劣位に焦点を当てます。
· 彼にはヨブの状況を説明するために提示できる新しい論拠がないので、人間は神より劣っているという明白な観察に頼ることになります。さらに、神の御心を知ることができると、どうして考えられるのでしょうか。
· 彼の論拠は不可知論者のものです。私たちには知ることなど到底できません（私たちは神よりはるかに劣っているのだから、なぜ試みるのでしょうか）。
· 彼は、ヨブが試みていること（神の御心を知ること）は不可能だと結論づけます。
¹ シュアハ人ビルダデの三度目の返答。 
² 「神は力のある、恐るべきお方だ。 
神は天で平和をつくる。 
³ だれに、おびただしい御使いの数を 
数えることができるだろう。
神の光は地をすみずみまで照らす。 
⁴ 人にすぎない者が、神の前に立ち、 
自分は正しいと主張できようか。
胸を張って、自分は潔白だと言いきれる者は、
この世界にただの一人もいない。 
⁵ 神の栄光はあまりにもまばゆく、 
月や星でさえ比べることもできない。 
⁶ まして、神の目には虫けらにすぎない人間は、 
なおさらのことだ。」
- ヨブ記 25:1-6
彼の最終的な答えは、神は力においても純粋さにおいても人間をはるかに超えておられるのだから、人間が神に挑もうとしたり、神の御前で自分が純粋（義であり、受け入れられる者）であると主張したりすることなど、どうしてできるのか、ということです。これはキリストなしでは真実です。
4. ヨブのビルダデへの返答 – 26:1-14
ヨブの返答は二つの部分に分けられます。
A. 彼は、不可知論（知ることはできない）に陥るビルダドの弱い応答を嘲笑する。
¹ ヨブの返答。 
² 「そろいもそろって、なんという人たちだ。 
苦しみの中にいるこの私を、
こんなにも励まし、助けてくれるとは。 
³ 思慮の足りない私を、ご親切にも、 
いろいろ教え導いてくれたわけだ。 
⁴ いったい、そんな才知あふれるこざかしい考えを 
どうやって思いついたのか。
- ヨブ記 26:1-4
彼は、ビルダドの立場を、役に立たず、答えを求める人々に何の答えも助けも与えず、霊感を受けた源から出たものでもないと要約しています。
B. ヨブは、生ける神について、より高められた幻を示している。
私たちには見ることのできない霊的な世界から。
⁵⁶ 死者は裸のまま神の前で震えている。
- ヨブ記 26:5-6
私たちが実際に見、住んでいる被造世界へ。
⁷ 神はからっぽの空間に天を張り、 
何もないところに地をつるす。 
⁸ 神は雨を厚い雲に包み込むが、雲は裂けない。 
⁹ また、雲で御座を覆い、 
¹⁰ 海の境界線を決め、昼と夜の境目を設けた。
- ヨブ記 26:7-10
ビルダドと同じように、ヨブは神の偉大さを認めますが、畏敬と尊敬の念をもってそうします。神は人間より偉大ですが、それは単に測定可能な方法でより強いということではなく、神にしかあり得ない仕方で偉大なのです。
神はからっぽの空間に天を張り、 
何もないところに地をつるす。
- ヨブ記 26:7
世界で最も強い人であっても、これを行うことはできません。これができるのは神だけです。
5. ヨブが友人たちに語った最後の言葉 – 27:1-28:28
ツォファルは、ヨブがビルダドに答えた後、何も語りません。そのためヨブは、家族、財産、健康という大きな喪失を経験した後、彼と共に時を過ごすために来た三人の友人に語る機会を得ます。ヨブはもはや一人ずつ順番に答えるのではなく、実際には三人全員に一団として語りかけます。
A. 彼は自分の無実を断言することから始めます。
彼らのあらゆる議論にもかかわらず、彼は、自分が潔白であるという、彼が真実だと知っている唯一のこと（神についても同様です）を固く守っています。彼は次のように述べて、自分の立場を要約します。
1. 神が私に何をなさっても、私は罪を犯しません。これまでそうしてこなかったのと同じです。
¹ ヨブの最後の弁明。 
² 「私の権利を奪い取った神よ、 
私のたましいを苦しめた全能者を指して誓う。 
³ 生きている限り、神が下さる息のある間は、 
⁴ 私は悪を語らず、うそを言わない。
- ヨブ記 27:1-4
2. 私は、あなたとあなたの主張が正しいとは決して認めません。
あなたたちの言い分が正しいとは絶対に認めない。 
最期の息を引き取るまで、
私は身の潔白を主張し続ける。
- ヨブ記 27:5
3. 私の良心は清い。
自分が絶対に罪人でないことを、 
私は何度でもくり返して言う。
私は生涯、良心に責められることがない。
- ヨブ記 27:6
B. 彼は悪しき者の精神状態と物質的な破滅について述べる（ヨブ記 27:7-23）。
一部の学者たちは、これがヨブの無実の宣言に対するツォファルの応答であると考えています。しかし、主に、神が悪人をどのように扱われるかを自分が十分に理解していることを、ヨブが友人たちに確信させようとしているものと見なされています。
彼らは絶えず彼にこう言い続けていました。「神が悪者を罰することをあなたは知っており、あなたは罰を受けたのだから、あなたは罪があるに違いない。」この議論は、彼が罪人に対する神の御業を信じていないと仮定しています。しかし、ヨブは神が悪者を罰することを信じています。言い換えれば、彼が自分の潔白を主張しているからといって、神が罪ある者をどのように扱われるかを知らないという意味ではありません。
C. 神の知恵をたたえています。
ヨブは、敬虔な知恵を称賛しながら語り続けます。彼の要点は、このような知恵に関する究極的な問いに人は答えることができず、それは神の特権であるということです（ヨブ記 28:1-29）。これは、彼が直面しているジレンマに対する彼自身の結論なのかもしれません。「神は罪のない者を罰するのか。」
しかし、彼の答えは、「神だけが答える知恵を持っている質問もある」というもののようです。自分たちは知恵があると思っていた彼の友人たちは、彼の質問に答えることができませんでした。ヨブは、真の知恵を持っているのは神だけであり、それはすべてのものがどのように共に働いているかを理解することだと宣言します。
¹² こんなにも巧みに宝石を見つける人間も、 
どこで知恵と悟りを見つけたらよいか知らない。 
¹³ どのようにしてそれを手に入れるかわからない。 
実際、それは地上には見いだされない。 
¹⁴ 大洋は、『ここにはない』と言い、 
海は、『ここにもない』と答える。 
¹⁵ それは金や銀で買い取ることはできないし、
- ヨブ記 28:12-15
創造についての知恵は、創造物の中には見いだされません。
²³²⁴ 神はもちろん、それがどこにあるかご存じだ。 
²³ 地上をくまなく探し、
天の下を余すところなく見つめているからだ。 
²⁵ 神は風を吹かせ、海の境を決める。 
²⁶ 雨の法則を作り、いなびかりの通り道を決める。 
²⁷ 神は知恵のありかを知っていて、 
耳を傾ける者にそれを聞かせる。
吟味に吟味を重ね、知恵を確かなものとする。 
²⁸ 神は全人類に言う。 
『主を恐れることがほんとうの知恵、
悪を捨てることがほんとうの悟りだ。』」
- ヨブ記 28:23-28
この知恵を持っておられるのは神だけです。
ここで理解されているものの、語られずに残されているのは、神がヨブの人生の奥義を知っておられ、人にはそれができないので、神がそれを明らかにされるということです。ある意味で、これはヨブが友人たちに対して述べる最後の論拠です。いつの日か、神はヨブの苦しみと潔白に関する真理を明らかにされるのです。
D. ヨブのまとめ – 29:1-31:40
ヨブは自分の潔白を主張し続け、神によって罪ある者にもたらされる苦しみを十分に理解していることを示してきました。彼は神の比類のない知恵をたたえ、おそらく神の知恵だけが、彼の苦境（罪のない人が神によって罰せられていること）を説明できるのではないかと示唆しました。彼も友人たちも満足のいく答えを見いだせなかったからです。この最後の部分で、ヨブは次の言葉をもって自分の語りを終えます。
1. 彼は、大いなる力、富、そして義に満ちていた幸福な過去を振り返ります（ヨブ記 29:1-25）。これは、彼がそこから落ちた立場を浮き彫りにします。
1. 次に彼は、家族、富、影響力、尊敬、そして健康を失った、現在の悲惨な状態を描写します（ヨブ記 30:1-31）。これは、彼の人生において貴重なすべてのものを完全に失ったことを示すためです。
1. 彼は最後にもう一度、神に対して、自分を罪に定めるよう挑みます（ヨブ記 31:1-40）。ヨブは健康や富を取り戻してほしいと願っているのではなく、むしろ偽りの告発から自分の名誉を晴らそうとしているのです。このことによって、肉体的な安楽や地位、富よりも、義と認められることのほうが自分にとって重要であることを示しています。この願いは、彼が本当はどのような人であるかを示しています。
6. エリフの弁論 ― 32:1-37
ヨブの最後の弁論の終わりに、新しい人物が登場します。彼はその一団の中で最も若く、年長者に大きな敬意が示されていた時代に生きていたため、ヨブと彼の三人の友人たちが話すのをやめるまで、そしてそれ以前には、エリフは話すのを控えていました。彼は最後に話す者ですが、エリフには多くのことがあり、彼の発言は六章にわたって続きます。
しかし、彼の説教は、ヨブが自分の議論において犯したと彼が感じている二つの基本的な誤りを攻撃しています。
1. 神が何らかの点で不正であるということ。
1. 神はヨブに語ることができない、あるいは語ろうとしないということ。
これら二つの考えは、エリフが一つの演説の中で述べる五つの別々の点に含まれています。
A. エリフは、彼らの意見の相違について満足のいく結論に至らなかったヨブとその友人たちに対する苛立ちを表明する（ヨブ記 32:1-22）。
彼は友人たちがヨブを罪に定めることに失敗したことに怒っており、自分は若いけれども、神が彼らの失敗したところで自分を成功させてくださると信じていると主張します。彼は自分の番を務めたいのです。
¹⁸ さっきから、言いたいことがたくさんあって、 
うっぷんがたまっていたのだ。 
¹⁹ 密閉したぶどう酒のたるのように、 
私の腹は、今にも張り裂けそうだ。 
²⁰ 思いきり語って、気分を晴らさせてほしい。 
²¹²² 私は、人を侮辱することになるのを恐れて 
²¹ 手かげんしたりしないし、
だれにもへつらったりしない。
遠慮なく言わせてもらう。
神の罰を受けて死にたくないのだ。
- ヨブ記 32:18-22
B. 彼は、神が時に苦しみを用いて人々をその誤りから立ち返らせることを説明しています（ヨブ記 33:1-33）。
これは真実の洞察であり、霊的に賢明なことですが、エリフにはこれを知るすべがなく、ヨブには当てはまりません。すべての真実な霊的法則や取り組みが、すべての人に、いつでも当てはまるわけではありません。ですから、この原則は一般的には真実でした（神はあなたの注意を引くために痛みを用いられる）が、ヨブには当てはまらず、彼の苦しみの主な理由でもありませんでした。
C. 彼は神の正義を擁護する（ヨブ記 34:1-37）。
ヨブが友人たちに示した論点の一つは、罪のない者として、神が彼を扱われることは正当ではないということでした。神が罪ある者を罰し、義人に報いられるのであれば、なぜ義人が苦しめられているのでしょうか。
ヨブは道徳的な失敗については無実でしたが、神学的な無知については罪がありました。エリフはヨブの友人たちの主張をただ繰り返しているにすぎません。神が不正を行うことはあり得ないので、ヨブは何か悪いことをしたに違いなく、その報いを受けているのです。
しかし、エリフはヨブが自分の罪を知りながら、それを否定していると非難することによって、自分の主張をさらに強めます。
³⁶ あんなに神を悪く言ったのだから、 
厳罰を受けて当然だ。 
³⁷ あなたは、もろもろの罪に、 
背き、傲慢、冒瀆の罪を加えたのだ。」
- ヨブ記 34:36-37
結局、エリフも神学的な無知の罪を犯し、自分の神学的知識に絶対的な確信を持つことによって、その罪をさらに重くしました。
D. エリフはヨブの自己義を非難する（ヨブ記 35:1-16）。
エリフは、ヨブが自分の立場（私は潔白なのに罰せられている）に固執することによって、神よりもさらに大きな義を主張していると論じます。もしヨブが潔白であり、神が彼を不当に罰しているのなら、過ちはヨブではなく神にあることになり、ヨブの義は神の義よりもさらに大きいものとなります。
¹ エリフのことばの続き。 
²³ 「『私は罪を犯していない。 
² それなのに、神の前では、
罪を犯した者より幸いというわけではない』と、
あなたは言う。
- ヨブ記 35:1-3
エリフが指摘しているのは、ヨブの訴え（罪を犯しているかどうかにかかわらず罰せられるのは不公平だという主張）が、根拠のない非難だということです。エリフは、「藁人形論法」によるこの主張、すなわちヨブが何をしても、善であれ悪であれ、神には何の影響も及ぼさないという主張に答えます。神は人間よりはるかに高いところにおられるので、人間のことを気にかけることさえないというのです。神は、人間が何を言おうと、何をしようと関係なく、ご自分の望むことをなさいます。したがって、ヨブの議論や要求、そして自分を義とする主張は、神の前では無意味なのです。
E. 神が人をどのように扱われるか（ヨブ記 36:1-37:24）。
最終的に、エリフは、神の摂理的な配慮が常に人に与えられているさまざまな方法を列挙することによって、希望を示します。
⁵ 神は全能だが、だれをもさげすまない。 
それに、神の理解力は完璧だ。 
⁶ 神は悪者を祝福せず、最大限の刑罰を加える。 
⁷ 神は正しい者を、陽の当たらない所には置かず、 
かえって栄誉を与えて永遠の王座につける。 
⁸ 彼らが災いに会い、奴隷となって苦しむと、 
⁹ 災いが起こった理由を示し、 
どのような悪いことをしたのか、
またどのように思い上がっていたかを指摘してくれる。 
¹⁰ 神は、彼らが神の戒めを聞き、 
罪から離れるように力を貸す。 
¹¹ 彼らが神に従うなら、 
一生の間祝福されて繁栄する。 
¹² しかし、神のことばを聞かないなら、 
良識を失って戦場で倒れる。
- ヨブ記 36:5-12
エリフは、他の者たちが神について述べたことを繰り返します。神は、ご自分を求め、その命令に聞き従う者たちに寛大で、公正であり、赦してくださいます。しかし、聞くことも従うことも拒む者たちを、神はすぐに罰せられます。
¹⁴ ヨブさん、あなたには、神のすばらしい奇跡を 
じっくり考えてもらいたい。 
¹⁵ あなたは、どのようにして神が自然界を支配し、 
雲間にいなずまをひらめかすのか知っているだろうか。 
¹⁶¹⁷ 雲は完全な調和をもって見事につり合っているし、 
¹⁶ 南風が吹くと暑くなる。
いったいどうしてそうなるのか、知っているだろうか。
- ヨブ記 37:14-16
最後の言葉の中で、エリフは、次の章で神がご自身とその力についてヨブに語られることへの橋渡しをします。エリフの語りが終わると、ヨブの友人たちによる一連の弁論も終わりを迎えます。次に脚光を浴びる人物は主ご自身です。主はヨブの知識と知恵について問いかけ、そのことによってヨブを霊的な危機へと導かれます。
